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小学校生活
最後の運動会を、
全校で
行うことができ、

私は、今、とても
嬉しく思っています。



新型コロナウィルスの
感染拡大防止のため、

過去二年間、

豊田小学校の運動会は
分散での開催となりました。



低・中・高学年に
分けられた
運動会では、

ペア学年の低学年に
上級生の頑張る姿を見せる
ことはできませんでしたし、



運動会を
盛り上げるために、

みんなで、
声を張り上げて

応援することもできません。



練習の時間も
少なくなり、各学年、
短い時間で、

演技を仕上げることも
難しかったのでは
ないかと思います。



今年、三年ぶりに
全校で運動会を行うことが
できると聞いて、
私は、去年、
全校に生で見てもらうことが
できなかった
演技や競技、



実施することの
できなかった
なかよし種目を、

最上級生として
見てもらえることに
わくわくしました。



全校で行う分、
上級生として下級生に
関わる場面も増え、
大変なことや緊張することも
ありましたが、今日まで
全力で、楽しく取り組む
ことができたと思います。



また、
今年の運動会では、

五、六年生一緒の
運動会係活動も

三年ぶりに復活しました。



今日一日を盛り上げ、
運動会を成功させるために、

応援団やリレーの選手を
中心に、
約一か月間
準備してきました。



そうした一人ひとりの
努力の積み重ねがあって、

学校全体で取り組む
大きな行事が
成し遂げられることも
知りました。



私たち児童だけではなく、
先生方やＰＴＡのみなさん、
応援し、サポートしてくれた
家族など、この運動会に
関わる全ての人に、
感謝の気持ちで
いっぱいです。



私は、
今日までの
運動会に向けての活動を
通して、

支えあうことの大切さに
気が付きました。



初めての運動会を
迎えた一年生、

全校での運動会を
ずっと待っていた
二、三年生、



ペア学年との
関わりの中で、
初めて上級生として
運動会に参加する四年生、
私たちの隣で最上級生の
姿を目に焼き付けようと
頑張ってくれた五年生、



そして、
最後の運動会を
最高のものにしようと、

特別な思いで
今日の日に臨んだ
私たち六年生—。



みんなが
みんな、
同じ気持ちではないと
思うし、

大変なこともあったと
思います。



けれど、演技や競技の
練習を通して、
今日まで
仲間たちと協力し合って、
学年を問わず全員で
心を一つにして
取り組んだから、



今日、この場で
みなさんが、

気持ちのこもった
パフォーマンスを
たくさん披露できたのだ
と思います。



残り少ない
小学校生活や、
卒業してからの
生活の中で、
どんなに高い壁に
ぶつかることが
あったとしても、



私は、
今日のこの経験を
活かして、

仲間と共に力を
合わせて大変なことと
向き合い、



解決に向かって
努力をすることで
その壁を乗り越え、
さらに
成長していけると
思います。


















